
令和６年度 研究推進計画 

学 校 名 江田島市立大古小学校 

学校長名 畠藤 邦子      

１ 研究主題・研究内容・方法等について 

(1) 研究主題 

 

 

 

(2) 主題設定の理由 

 本校は、令和２年度より自学（自律的な学習）をベースにした学習環境デザインの創造

に取り組み、一昨年度は主に算数科を中心に全校で自学と協働的な学びを組み合わせた

自学スタイルを確立してきた。自学スタイルの典型的な学習展開は、①課題の把握、②個

別や協働の学習による理解、③説明課題による理解深化、④練習問題による習熟と評価で

ある。「学びの責任は自身にある」という考えが自学のおおもとにあり、個別に最適な学

習環境を整え、自己の行動を調整する力を養えるよう、それぞれの児童が学習進度、学習

方法、誰とどこでといった学習環境を選択し自律的に学習を進めることができる学習デ

ザインとなっている。そして、昨年度は発達段階に応じた自律的で協働的な学び（自学ス

タイル）の研究を行った。また、学校と家庭とが連携し自律性を高める取組として家庭学

習を選択制にするとともに、メディア遮断（寝る前 30 分間）や早寝早起きの生活習慣の

確立にも力を注ぎ、児童を取り巻く環境および活動全般について、自己実現と自己決定と

いう視点で包括的に見直しを図り、取組を継続した。 

これらの取組の結果、児童の同一化的動機付けレベルは昨年度と同水準を保っている

ことが分かった。学習調整行動の意識調査からは協働に関する項目の上昇が見られた。自

律的な動機づけレベルは高いことが分かったが、学力の高まりについては昨年度より低

くなった学年もあり、課題が見られた。研究授業での教師の見取りと働きかけチェックシ

ートの評価から、習熟の項目が低く、定着までを入れ込むことができていないことも関係

していると考える。そして、学習調整行動の質問紙調査結果の見通しをもつ項目と「（７）

学習をどのように進めるかや、どこまで進めるかは、自分に任されていると感じる。」が

低くなっていた。このことは、自学スタイルを進めてきた上で課題であると考える。 

そこで、今年度も発達段階に応じた自律的で協働的な学び（自学スタイル）の充実を模

索していく。そのためにも、低、中、高学年の段階に合わせた教師の見取りと働きかけチ

ェックシートを作成し、授業作りに生かす。その際、これまで同様、習熟までを入れ込む

とともに、新たに児童自身の学びの振り返りを授業内に位置付け、児童が見通しをもち、

自分の学びを自分で行っていると実感できるようにする。 

 (3) 研究仮説と研究内容  

①発達段階に応じた自律的で協働的な学びを充実させ、授業内に自らの学びを振り返

る機会を設けることにより、②児童の自律的な学習意欲は高まり、③１時間の授業および

他者と協働し，主体的に学び続ける児童の育成 

～発達段階に応じた自律的で協働的な学び（自学スタイル）の充実～ 



授業外の学習活動が充実するだろう。その結果として④学力は高まるだろう。 

・教材研究等による事前研究 

・発達段階に応じた自学スタイルの充実、児童が自らの学びを確かめ、次への見通しを

もつ振り返り 

・授業外学習の取組（選択制家庭学習、隙間時間の充実、放課後補充学習を含む） 

(4) 検証の指標 

①「発達段階に応じた自律的で協働的な学びの充実」については、低・中・高学年別に示

す「教師の見取りと働きかけチェックシート」を指標として実践を行い、その自己評価

および授業参観者の評価により検証を行う。「自らの学びを振り返る」については、③

と同様の児童への学習調整行動の質問紙調査によって検証を行う 

②「児童の自律的な学習意欲の高まり」については、年度の前期と後期に行う自律的学習

動機づけに関する調査によってその変容を検証する。 

③「授業および授業外の学習活動の充実」については、児童への学習調整行動の質問紙調

査によって検証を行う。さらに、家庭学習についてのアンケートからも考察を行う。 

④「学力の向上」については、単元テストおよび標準学力調査の結果から分析を行う。 

(5) 本校で育成したい資質・能力（本年度の重点は太線） 

 観点 １・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

協

働

す

る

力 

自分を律する ルールを守る・がま
んする 

自分で判断する・意
識して自分をおさえ
る 

特性を自覚して行動
する 

自分を大切に
する 

自分の考えを伝える わからないことはわ
かるまで追究する・
相手にわかってもら
うまで伝える 

対等な立場で、互い
のよさを生かして解
決する・新しいもの
を生み出す 

他者を大切に
する 

どんな相手でも話を
最後まで聞く 

相手の「なぜ」や
「わからなさ」を含
め、言うことを受け
止めて返す 

学

び

に

向

か

う

力 

何事にも好奇
心をもつ 

経験を増やす 勧められたことはや
ってみる・よさを見
つける 

自分の興味を追究す
る 

嫌になっても
目標に向かっ
て粘り強く取
り組む 

励ましを受けながら
最後までやり遂げる 

目標に向けて嫌でも
続ける 

適切な目標を設定
し、目標に向かって
取り組む 

計画を立て遂
行しつつ、状
況の変化に応
じて行動する 

毎日の決められた課
題を確実にする 

１週間程度の期間の
猶予がある課題につ
いて計画を立て遂行
する 

課題について計画を
立て自主的に遂行す
る・臨機応変に対応
する 

 

２ 校内研修計画 

(1) 研修方法 

 ○理論研修、実践交流、研究授業を通して、教職員の研修を深める。 

 ○研究授業のための事前研修と事後研修を行う。 



(2) 研究組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 研修日程 

月 日 曜 研修形態 研修内容 

５ ８ 水 全体研修 研究推進計画、第１回校内研修の事前研究（５年） 

５ 28 火 全体研修 第２回校内研修の事前研究（４年） 

５ 31 金 全体研修 第１回校内研修授業研究（５年） 

６ 12 水 全体研修 第３回校内研修の事前研究（６年） 

６ 19 水 全体研修 第２回校内研修授業研究（４年） 

７ ４ 木 全体研修 第３回校内研修授業研究（６年） 

８ 28 水 全体研修 第４回校内研修の事前研究（２年） 

９ 20 金 全体研修 第４回校内研修授業研究（２年） 

10 23 水 全体研修 第５回校内研修の事前研究（３年） 

11 ８ 金 全体研修 第６回校内研修の事前研究（１年） 

11 15 金 全体研修 第５回校内研修授業研究（３年） 

12 ６ 金 全体研修 第６回校内研修授業研究（１年） 

２ ７ 金 全体研修 研究の成果と課題について 

太陽１組、太陽２組は、期間を決めて授業参観、交流を行う。 

 

３ 研究公開の予定 

  なし 

 

 

 

 

 

 

 

小中合同研修会 

個  人  研  修 

教 頭 

校 長 

研究推進部（教務部） 

研究主任 

講師の招聘 

研究会参加 

先進校視察 
全体研修会 

低学年部会 

柘植・髙田・竹本・田邊 

高学年部会 

奥窪・西川・高尾・加藤 

中学年部会 

岩田・藏本・小宇根・三浦 



４ 研究構想図  

 

 

基礎・基本
学びに

向かう力
協働する力

他者と協働し、主体的に学び続ける児童の育成
～発達段階に応じた自律的で協働的な学び（自学スタイル）の充実～

学校で基礎的な学力をつけきる

授業づくり

発達段階に応じた自律的で協働的な学び（自学スタイル）の充実

教員のスキルアップ

・学習環境デザインの構成力

（発達段階に応じた自学と協働を組み合わせた授業、定着までを入れ込んだ授業、

児童自身の学びの振り返りを授業内に位置付ける）

・教材の本質をつかむ力・見取り、働きかける力

授業外で

・朝の時間の活用

・すきま時間の活用

・放課後の補充

校内環境整備

・自主学習スペース

の確保

（校内は静かに行動）

非認知能力の育成

・やり抜く力

・コミュニケーション

・リーダーシップ

・縦割り班活動、児

童会等の自治的活

動による自主自立の

学校づくり

家庭で自律性を高める

選択制家庭学習

親子で選ぶ家庭学習３タイプ

A：提出しない（必要があれば学ぶ）

B：今日の学び直しや予習をして提出する

C：ドリル中心の出された学習をして提出する

メディア

コントロール

・１日30分間

（午後9時までに）

・親子共に

・早寝

高学年
自ら学び続ける主体性をさらに高める

・試行錯誤し思考力を身に付ける問題に取り組む ・協働し、深く考えるための説明課題

低学年
自学に向かう基礎的な力と習慣をつける

・読み、書き、計算 ・他律のうちにつけておきたい習慣 ・自立に向かうための習慣

・模倣、補完を繰り返し、自分の理解を整理するための説明課題

中学年
基礎を固め、自律と協働の学びを経験する

・自律と協働の学びを教師の介入のもと経験 ・やり切る習慣

・教師の見取りと働きかけのための説明課題

保小連携

・聴く、話す、あいさつ、読書など、人と

のかかわりを通した言葉の育ち

・つまずきの把握、支援、指導

育ちと学びをつなぐ


